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論 文 内 容 の 要 旨 
ヒト肺炎の病原細菌などとして知られる‘マイコプラズマ’は宿主の細胞をつかんで感染し、また、
表面のタンパク質を変化させて、宿主の免疫システムから逃れる。これらにはマイコプラズマ細胞表
面のタンパク質が重要な役割を果している。しかし、これまでマイコプラズマ細胞表面のタンパク質
の全貌が調べられたことはなかった。そこで、本研究では淡水魚の鰓に細胞死を引き起こす 
Mycoplasma mobile（マイコプラズマ・モービレ）を調べた。 
マイコプラズマ表面のタンパク質を細胞膜外側から修飾し、その修飾を指標に 36個のタンパク質
を同定した。その結果、質量比で細胞表面タンパク質の約半分をMvspタンパク質が占めていること
が明らかになった。Mvspはその遺伝子にコードされたアミノ酸配列から、細胞表面に抗原性変化を
起こし宿主の免疫システムから逃れるためのタンパク質と考えられており、MvspA からMvspPま
での 16個が存在している。しかし、Mvspが抗原性変化に関与していることには実験での証拠がな
かった。そこで、本研究ではMvsp中で最も大きなMvspIについて調べ、宿主の抗体が結合するこ
とで、このタンパク質が速く、かつ可逆的に消失、回復することを明らかにした。これらの結果は、
マイコプラズマにこれまでに知られているものとは全く異なる未知の抗原性変化のメカニズムがあ
ること、そして表面タンパク質の約半分を占める Mvspがそれを担っていることを示唆している。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
昨冬から世界的に大流行しているマイコプラズマ性肺炎の原因などとして知られる病原性の細菌
（＝バクテリア）、‘マイコプラズマ’は、自身の表層構造を変化させて宿主動物の攻撃から逃れる。
このメカニズムはマイコプラズマ表面を覆っている‘タンパク質’が担っていると考えられるが、こ
れまでマイコプラズマ表面にどのようなタンパク質がどれだけ存在するかという全体像が調べられ
たことはなかった。 
本論文では、淡水にすむ魚のえらに壊死（えし）を起こすMycoplasma mobile（マイコプラズマ・
モービレ）に注目した。マイコプラズマ表面のタンパク質に化学的に目印をつけ、その目印を追うこ
とで 36種類のタンパク質を同定し、またそれらの存在比を決定した。その結果、マイコプラズマ表
面タンパク質の約半分がMvspという一連のタンパク質で占められていることが明らかにしている。
次に、 Mvspの中でも最も多量に存在する‘MvspI’に注目して実験を行ったところ、宿主動物がMvspI
分子を抗体で攻撃すると、MvspI 分子が迅速かつ可逆的にマイコプラズマ表面から消失することを
明らかにした。これらの知見は、マイコプラズマが宿主の攻撃を回避するためのメカニズムが存在す
ること、そしてマイコプラズマ表面に存在するタンパク質の半分がそのメカニズムに関わっているこ
とを示している。 
これらの結果はマイコプラズマをはじめとする病原性細菌の寄生メカニズムに新たな概念を与え
るものであり、よって本論文は博士（理学）の学位を授与するに値するものと審査した。 
 
